
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤大介（静岡聖光学院中学・高校 教諭）

２０２２年１１月２４日朝刊中部版記事を読んで、問いに答えなさい。

①ライ麦を使った北欧伝統の飾りのことを、何というか。記事中から抜き出して答えなさい。

（ ）

②伊豆市の住民グループと福祉事業所が現在ライ麦栽培を行っていることには、どのような経緯があったのか。
次の語句を必ず使って、記事を参考にしながら説明しなさい。 ＜地域活性化、遊休農地＞

③プラスチックごみを削減するために、ライ麦をどのように活用しているか。記事を参考にしながら説明しなさい。

④あなたは、ライ麦の魅力や可能性にはどのようなことがあると考えるか。説明しなさい。
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（ ヒンメリ ）
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解答例

伊豆市の地域活性化のために、２０２０年から遊休農地を活用
してライ麦の栽培をはじめた。

ライ麦の茎の部分をストローに加工していること。

ライ麦から北欧伝統の飾りを制作できたり、茎をストローに加
工することでプラスチックごみの削減ができたりなど、ライ麦
の美しさから癒しの空間を生み出し環境問題も考えていくこと
ができること。 など


